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　お客様への安全・安心・サービスの提供
や、他の交通機関との便利な乗り継ぎに努
める中で、地域の魅力を掘り起し、住んで
良かった、来て良かった、と感じていただけ
る、賑わいのある沿線地域づくり『沿線深耕』
への取り組みをスタートさせました。嵐電沿
線は観光資源が豊富で、国内外の多くのお
客様にお越しいただいていますが、嵐電は
観光路線であると同時に、地域に欠かせな
い生活の足でもあります。観光のお客様に
対しては沿線地域一体のおもてなしで、何
度も京都や嵐電沿線にお越しいただけるよ
うに取り組んでいますが、そのためにはまず、

嵐電が地域の皆さまに愛されていなければ

なりません。地域の皆さまが良いと
認めるものは、きっと観光客も
良いと感じてくださいます。
　観光振興と楽しい沿線地域づくりの両輪
で、さらなる発展を目指していきたいと考え
ています。
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